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　　                                   +（3年後×3）+（3年超×4）+（業況改善の見通しは立たない×5）
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日本の景気見通し1

特別調査 2026年の経営見通し

　2026年の日本の景気見通しについては、「良くなる」との
回答（「非常に良い」・「良い」・「やや良い」の合計）は19.5％、
「普通」は34.9％、「悪くなる」との回答（「やや悪い」・「悪い」・
「非常に悪い」の合計）は45.6％。昨年の調査と比べると、
「良くなる」が8.0ポイント増加し「悪くなる」が7.8ポイント
減少した。
　依然としてすべての業種で「悪くなる」が「良くなる」を上回っ
ており、卸売業、小売業では半数以上が「悪くなる」と回答した。
　独自に算出した指数は、小売業では昨年と比べわずかに
悪化したが、その他の業種では改善した。

個別企業の業況見通し2
　2026年の個別企業の業況見通しについては、「良くな
る」との回答（「非常に良い」・「良い」・「やや良い」の合計）は
20.5％、「普通」は48.9％、「悪くなる」との回答（「やや悪
い」・「悪い」・「非常に悪い」の合計）は30.6％となった。
　サービス業と建設・不動産業では「良くなる」が「悪くなる」
を上回った。
　独自に算出した指数は、小売業のみ悪化。その他の業種
では改善し、建設・不動産業はプラスに転じた。

売上額の伸び率見通し3
売上額の伸び率の見通しについては、「増加」が45.9％と
最も多く、「変わらない」が35.8％、「減少」が18.2％となっ
た。昨年の調査と比べると、「増加」が7.4ポイント増加し、
「減少」が5.4ポイント減少した。
業種別では、小売業は「変わらない」が最も多く、その他の

業種は「増加」が最も多い。卸売業、サービス業では半数以上
の企業が売上が増加すると見ている。
独自に算出した指数は、製造業、小売業は昨年より悪化し

た一方で、その他の業種は改善した。

業況が上向く転換点4
自社の業況が上向く転換点については、「業況改善の見

通しは立たない」が23.1％と最も多い。一方で、「1年後」
が22.1％、「すでに上向いている」が19.2％、「6カ月以
内」が12.4％と、半数以上の企業が1年後までに業況が上
向くと考えている。卸売業は「業況改善の見通しは立たな
い」が47.4％と最も多い。
　独自に予想転換点を算出したところ、全業種の予想転換
点は2.0年後で、昨年の調査より0.2年遅くなった。業種別
では、建設・不動産業が1.7年後と最も早い。一方で最も遅
かったのは卸売業で2.9年後。
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注）指数の算出方法：（非常に良い×3）+（良い×2）+（やや良い×1）-（やや悪い×1）-（悪い×2）-（非常に悪い×3） 注）予想転換点の算出方法：（すでに上向いている×0）+（6カ月以内×0.5）+（1年後×1）+（2年後×2）
　　                                   +（3年後×3）+（3年超×4）+（業況改善の見通しは立たない×5）

注）指数の算出方法：（30％以上増加×4）+（20～29％増加×3）+（10～19％増加×2）+（10％未満増加×1）-（10％未満減少×1）-（10～19％減少×2）
　　                          -（20～29％減少×3）-（30％以上減少×4）
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日本の景気見通し1

特別調査 2026年の経営見通し

　2026年の日本の景気見通しについては、「良くなる」との
回答（「非常に良い」・「良い」・「やや良い」の合計）は19.5％、
「普通」は34.9％、「悪くなる」との回答（「やや悪い」・「悪い」・
「非常に悪い」の合計）は45.6％。昨年の調査と比べると、
「良くなる」が8.0ポイント増加し「悪くなる」が7.8ポイント
減少した。
　依然としてすべての業種で「悪くなる」が「良くなる」を上回っ
ており、卸売業、小売業では半数以上が「悪くなる」と回答した。
　独自に算出した指数は、小売業では昨年と比べわずかに
悪化したが、その他の業種では改善した。

個別企業の業況見通し2
　2026年の個別企業の業況見通しについては、「良くな
る」との回答（「非常に良い」・「良い」・「やや良い」の合計）は
20.5％、「普通」は48.9％、「悪くなる」との回答（「やや悪
い」・「悪い」・「非常に悪い」の合計）は30.6％となった。
　サービス業と建設・不動産業では「良くなる」が「悪くなる」
を上回った。
　独自に算出した指数は、小売業のみ悪化。その他の業種
では改善し、建設・不動産業はプラスに転じた。

売上額の伸び率見通し3
　売上額の伸び率の見通しについては、「増加」が45.9％と
最も多く、「変わらない」が35.8％、「減少」が18.2％となっ
た。昨年の調査と比べると、「増加」が7.4ポイント増加し、
「減少」が5.4ポイント減少した。
　業種別では、小売業は「変わらない」が最も多く、その他の
業種は「増加」が最も多い。卸売業、サービス業では半数以上
の企業が売上が増加すると見ている。
　独自に算出した指数は、製造業、小売業は昨年より悪化し
た一方で、その他の業種は改善した。

業況が上向く転換点4
　自社の業況が上向く転換点については、「業況改善の見
通しは立たない」が23.1％と最も多い。一方で、「1年後」
が22.1％、「すでに上向いている」が19.2％、「6カ月以
内」が12.4％と、半数以上の企業が1年後までに業況が上
向くと考えている。卸売業は「業況改善の見通しは立たな
い」が47.4％と最も多い。
　独自に予想転換点を算出したところ、全業種の予想転換
点は2.0年後で、昨年の調査より0.2年遅くなった。業種別
では、建設・不動産業が1.7年後と最も早い。一方で最も遅
かったのは卸売業で2.9年後。
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＜調査概要＞ 対象企業
調査期間
調査方法

当金庫取引先企業　307社
2025年 12月1日～5日
当金庫担当者訪問によるＷＥＢアンケート形式
（四半期ごとに実施する「へきしん取引先景況調査」の特別調査として実施）

紙の手形・小切手の利用状況について5

特別調査 2026年の経営見通し

　企業間の資金決済手段としての紙の手形・小切手の利用状況は、業種により差があるものの、全体の32.9％の企業が紙の
手形・小切手を使用している。紙の手形・小切手をやめた企業は30.6％、そもそも使っていない企業は36.5％。
　紙の手形・小切手を使っている企業の半数以上は、「取引先との慣行で使わざるを得ない」と回答した。もともと使っていた
が利用をやめた企業の現在の主な資金決済手段は、インターネットバンキングが68.1％、でんさいが28.7％。

政府方針をもとに、産業界・金融界が連携して手形・小切手の利用廃止に向けた取組みを行っています。
今すぐ、でんさい等の電子記録債権やインターネットバンキングによる振込等への切替えをご検討ください。

紙の手形・小切手 利用廃止へ
2027年3月末までに紙の手形・小切手の交換が廃止されます。

2027年３月末までに電子化しないとどうなるの？

事業者さまにおいて、これまでどおりの手形・小切手の利用が
できなくなる可能性があるため、早期に電子的決済サービス
への切替えのご検討をお願いします。

電子的決済サービスには何があるの？

でんさい等の電子記録債権や
インターネットバンキングによる振込等があります。

全国銀行協会のウェブサイトでは、紙の手形・小切手の電子化に関する情報等を掲載中！

詳しくは、お取引店にお問い合わせください！

紙の手形・小切手を使っている 紙の手形・小切手をやめた そもそも使っていない
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※IB…インターネットバンキング

　10月25日に安城産業文化公園デンパークで開催した「へき
しん75周年アニバーサリーフェスタ」で、金庫役職員から不要に
なった衣料品を回収しました。回収した衣料品は東南アジア諸国
で販売され、得られた収益は海外の
孤児院の支援や国内のB型就労支援
事業所の工賃などに役立てられます。
　今後もSDGsの達成に向けた取り
組みを積極的に実施してまいります。

　10月19日の刈谷産業まつりの
中で開催された、地域の企業による
キッザニア監修の子ども向け仕事体
験プログラムに出展しました。参加さ
れた子どもたちには、当
金庫の店舗窓口での業
務を体験していただき
ました。

へきしんSDGsレポート
2023年1月～3月

vol.13

碧海信用金庫は、地域金融機関としてSDGsの取り組みを通じて持続可能な地域社会の実現に貢献します。

へきしんSDGsレポート
2025年10月～12月

vol.24

碧海信用金庫は、地域金融機関としてSDGsの取り組みを通じて持続可能な地域社会の実現に貢献します。

「Out of KidZania in かりや 2025」への出展

　11月18日に豊田市立竜神中学校で行われ
た1年生を対象にした「キャリアチャレンジデイ」
で、職員が講師となって金融機関の役割や当金
庫の業務などについてお話ししました。地域の
未来を担う世代の育成を支援する
ことで、地域の発展に貢献してま
いります。

豊田市立竜神中学校でキャリア教育に協力

株式会社ＮＴＴドコモ 東海支社と
「災害時の連携に関する協定」を締結

　11月12日に株式会社ＮＴＴドコモ 東海支社（以下、ドコモ）
と「災害時の連携に関する協定」を締結しました。災害時には
当金庫が所有する用地などを災害復旧拠点として提供し、通
信復旧活動や被災者支
援に活用します。また、
平時にはドコモと協力
し防災啓発活動などを
行ってまいります。

「へきしん75周年アニバーサリーフェスタ」で
古着回収実施

刈谷警察署および株式会社キャッチネットワークと
特殊詐欺被害防止キャンペーンを実施

　10月15日に刈谷支店にて、刈谷警察署および株式会社
キャッチネットワークと協力して、特殊詐欺被害防止に向けた
キャンペーンを実施しました。ATMコーナーや窓口に特殊詐
欺被害防止対策の案内
を掲載した現金封筒を
設置し、注意を呼びかけ
ました。

「事業承継・成長戦略セミナー」を開催

　後継者問題や企業成長といった経営課題の解決に、Ｍ＆Ａを
活用する企業が増えていることを踏まえ、当金庫主催、株式会
社日本Ｍ＆Ａセンター共催で事業承継
の方法や業界トレンドなどを解説する
セミナーを11月10日に開催しました。
　Ｍ＆Ａに関心をお持ちのさまざまな
業種のお客さまにご参加いただきま
した。


